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か
っ
て
は
わ
が
国
経
済
学
界
の
表
看
板
で
あ
っ
た
学
史
研
究
が
最
近

低
調
で
あ
る
の
に
反
し
て
'
海
外
殊
に
イ
ギ
タ
ス
'
ア
メ
ガ
カ
に
お
い

て
は
､
古
典
派
経
済
学
特
に
ガ
カ
ー
ド
及
び
少
カ
ー
ド
派
経
済
学
の
研

究
と
そ
の
時
期
に
お
け
る
反
ガ
沖
-
ド
的
潮
流
の
再
評
価
と
が
'
近
年

‖‖

と
み
に
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
を
｡
こ
れ
は
'
大
き
く
見
る
な
ら
ば
'

極
度
に
細
分
化
し
精
練
化
し
そ
の
反
面
技
術
学
的
偏
向
を
さ
え
生
じ
か

け
て
い
る
経
済
学
が
再
び
社
会
科
学
と
し
て
の
自
己
の
体
系
を
確
立
し

よ
う
と
す
る
動
き
の
一
環
と
把
え
ら
れ
よ
う
が
'
視
野
を
学
史
に
限
っ

て
そ
の
直
接
の
理
由
を
求
め
る
な
ら
'
何
よ
り
も
ま
ず
p
カ
ー
ド
全
集

の
刊
行
'
次
に
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
の
遺
稿

｢
経
済
分
析
の
歴
史
｣
の
公

2

刊
及
び
ロ
ビ
ン
ズ
卿
の
諸
研
究
を
あ
げ
ね
は
な
る
ま
)Y
｡
全
集
は
Fl
カ

ー
ド
及
び
そ
の
周
辺
の
研
究
に
計
り
知
れ
ぬ
便
宜
を
与
え
'
シ
ュ
ム
ベ

ー
タ
ー
及
び
ロ
ビ
ン
ズ
卿
は
反

ガ
カ
ー
ド
的
潮
流
の
責
極
的
再
評
価
な

ら
び
に

｢
顧
み
ら
れ
ざ
る
経
済
学
者
達
L
I
n
eg-ecte
d
e
c
o
n
o
m
ists

ヽ

-
の
再
発
掘
に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
た
｡
た
と
え
ば
､
ブ
ロ
ー
グ
の
少

カ
ー
ド
派
経
済
学
研
究
は
t
y

カ
ー
ド
全
集
の
検
討
と
t
P
lカ
ー
ド
派

が
当
時
の
イ
ギ
ガ
ス
に
お
い
て
す
ら
少
数
派
で
あ
っ
た
と
い
う
シ
ュ
ム

ベ
ー
タ
ー
の
見
解
へ
の
批
判
的
対
決
と
を
支
柱
と
し
て
お
り
'
バ
グ
タ

ン
の
マ
ル
サ
t<
及
び
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
研
究
で
は
'
シ
ュ
ム
.(/

ク
ー

CO

の

｢
経
済
分
析
の
歴
史
L

t
ロ
ピ
ン
ズ
卿
の

｢
経
済
政
策
の
理
論
｣
を
出

発
点
と
し
て
'
反
ガ
カ
ー
ド
的
伝
統
の
発
掘

･
再
評
価
が
行
わ
れ
て
い

る
｡3

た
と
え
ば
次
の
如
き
も
の
が
そ
の
例
に
あ
げ
ら
れ
よ
う
｡
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こ
こ
に
取
上
げ
た
ラ
ウ
ナ
ー
の
著
書
も
、
パ
グ
リ
ン
と
同
じ
く
、
シ

ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
、
ロ
ビ
ン
ズ
卿
の
流
れ
に
そ
っ
た
学
史
研
究
の
一
典
型

で
あ
る
。
本
書
は
、
ロ
ビ
ン
ズ
卿
の
指
導
を
う
け
た
著
者
が
一
九
五
六

年
に
学
位
請
求
論
文
と
し
て
口
ン
ド
ン
大
学
に
提
出
し
た
も
の
に
基
い

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ベ
イ
リ
ー
は
、
セ
リ
グ
マ
ン
の
い
わ
ゆ
る
「
顧
み
ら
れ
ざ
る
経
済
学

者
達
Ｌ
の
一
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
然
陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
主
著
「
価
値
の
性
質
・
尺
度
・
原
因
に
関
す
る
批
判
的

論

心

」
の
刊
行
以
来
現
在
ま
で
に
、
四
度
び
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
第
一
は
、
刊
行
直
後
で
あ
っ
た
。
彼
の
著
書
は
、
リ
カ
ー
ド
、
マ
ル

サ
ス
ら
の
価
値
論
の
「
錯
雑
と
混
乱
」
ー
リ
カ
ー
ド
に
お
け
る
不
変
の

価
値
の
探
究
、
労
働
価
値
論
、
マ
ル
サ
ス
に
お
け
る
名
目
価
値
と
真
実

価
値
の
区
別
、
等
ー
を
、
価
値
と
は
商
品
間
の
交
換
比
率
で
あ
り
究
極

的
に
は
交
換
当
事
者
の
感
情
m
e
n
t
a
l

a
f
f
e
c
t
i
o
n
｡
　
評
価
e
s
t
e
e
m
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に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
徹
底
し
た
相
対
価
値
論
の
立
場
か
ら
批
判
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
然
大
き
な
反
響
を
呼
ぶ
が
、
古
典
派
経

済
学
の
厚
い
壁
に
は
抗
す
べ
く
も
な
く
、
何
ら
の
社
会
的
成
功
も
か
ち

得
ず
に
終
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
第
二
は
、
マ
ル
ク
ス
の
剰
余
価
値
学

説
史
第
三
巻
に
お
け
る
最
初
の
発
掘
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
価
値
論
な

き
価
格
論
が
批
判
さ
れ
、
価
値
と
価
値
形
態
の
混
同
が
指
摘
さ
れ
、
リ

カ
ー
ド
の
労
賃
・
利
潤
相
反
関
係
に
対
す
る
ベ
イ
リ
ー
戸
批
判
が
反
批

判
さ
れ
る
。
第
三
は
、
セ
リ
グ
マ
ン
に
よ
る
肯
定
的
発
向
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
は
じ
め
て
ベ
イ
リ
―
は
、
主
観
価
値
論
の
先
駆
、
価
値
決
定
に

お
け
る
時
間
要
素
の
重
視
‥
‥
‥
ボ
ェ
ー
ム
・
パ
ヴ
ェ
ル
タ
の
先
駆
、
地
代

概
念
の
拡
張
Ｈ
マ
ー
シ
ャ
ル
準
地
代
の
先
駆
、
等
々
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
る
。
学
史
上
の
ベ
イ
リ
ｌ
の
地
位
は
こ
れ
で
ほ
ぼ
確
定
し
、
一
九

三
一
年
に
は
口
ン
ド
ン
大
学
の
リ
プ
リ
ン
ト
第
七
冊
に
「
批
判
的
論
究
Ｌ

が
お
さ
め
ら
れ
る
に
至
る
。
第
四
は
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
「
経
済
分
析

の
歴
史
」
に
お
け
る
再
発
掘
で
あ
る
。
彼
は
ベ
イ
リ
ー
を
「
科
学
的
経
済

学
の
歴
史
に
お
け
る
第
一
級
の
地
包
」
に
位
置
す
る
者
と
評
価
し
て
、

忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
セ
リ
グ
マ
ン
の
業
績
を
再
び
わ
れ
わ
れ
に
思
い

お
こ
さ
せ
た
。

　
か
よ
う
に
ベ
イ
リ
ー
研
究
史
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
ベ
イ
リ
ー
研
究

の
残
さ
れ
た
問
題
が
、
第
一
に
、
彼
の
同
時
代
へ
の
影
響
を
探
る
こ
と

で
あ
り
、
第
二
に
、
セ
リ
グ
マ
ン
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
ら
の
研
究
の
再

検
討
で
あ
る
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
ラ
ウ
ナ
ー
の
研

究
の
意
義
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
第
一
の
点
を
詳
細
に
解
明
し
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

１
.
　
　
　P
r
e
l
i
m
i
n
a
r
y

R
e
m
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k
s

２
.
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h
e
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u
e
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３
.
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h
e

M
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r
e
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o
f
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u
e

　
４
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５
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u
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R
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R
e
a
c
t
i
o
n
s

　
　
　
A
p
p
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p
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r
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R
e
v
i
e
w

a
r
t
i
c
l
e

o
n

　
　
　
t
h
e

C
r
i
t
i
c
a
l

D
i
s
s
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ベ
イ
リ
ー
の
主
観
価
値
学
説
史
上
の
位
置
に
つ
い
て
、
ラ
ウ
ナ
ー
は

次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
価
置
を
感
情
m
e
n
t
a
l

a
f
f
e
c
t
i
o
n
と
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
イ
リ
ー
は
正
し
い
軌
道
に
の
り
、
そ
れ
故
、
後

の
い
わ
ゆ
る
主
観
価
値
論
者
達
の
中
の
一
人
と
な
っ
た
Ｌ
（
？
6
）
。
ま

た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
経
済
学
の
流
れ
と
、
ベ
イ
リ
ー
の
位
置
に
つ

い
て
は
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
「
大
陸
が
効
用
理
論
の
伝
統
を
ガ

リ
ア
ニ
、
コ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク
か
ら
チ
ュ
ル
ゴ
ー
、
Ｊ
・
Ｂ
・
セ
イ
を
通

じ
て
築
き
あ
げ
て
く
る
間
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
部
分
の
思
考
は
別
の

線
を
た
ど
っ
て
き
た
。
…
…
（
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
、
マ
ー
シ
ャ
ル
よ
り
）

何
年
も
後
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
自
身
の
地
下
の
伝
統

が
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
、
ジ
ー
ニ
ョ
ア
、
ホ
ェ
イ
ト
リ
ー
、
ロ
ン
グ
フ

イ
ー
ル
ド
、
ロ
イ
ド
及
び
パ
ン
フ
イ
ー
ル
ド
の
著
作
の
研
究
で
脚
光
を

浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
を
除
い
て
、

ベ
イ
リ
ー
は
、
最
初
に
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
て
、
潮
流
を
非
常
な
力
で
他

の
方
向
に
向
き
か
え
さ
せ
よ
う
と
努
め
た
人
々
の
中
に
伍
し
て
い
る
」

（
？
7
）
。
本
書
は
、
ラ
ウ
ナ
ー
の
か
か
る
評
価
を
、
ベ
イ
リ
ー
自
身
の

叙
述
と
、
反
対
者
達
の
叙
述
と
か
ら
立
証
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
は
二
頁
足
ら
ず
の
前
書
き
で
あ
っ
て
、
「
批
判
的
論
考
Ｌ
出

版
の
翌
年
に
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
評
論
に
あ
ら
わ
れ
た
酷
評
、
一
八

四
五
年
の
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
否
定
的
批
評
、
ト
レ
ン
ズ
の
評
価
な
ど
が
指

摘
さ
れ
、
セ
リ
グ
マ
ン
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
ベ
イ
リ
ー
研
究
へ
の
貢

献
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
、
第
三
及
び
第
五
章
で
は
、
表
題
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ベ

イ
リ
ー
の
相
対
価
値
論
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
多
く
の
頁
が
費
さ

れ
て
い
る
の
は
、
ベ
イ
リ
ー
理
論
そ
の
も
の
の
解
説
で
は
な
く
、
リ
カ

ー
ド
、
マ
ル
サ
ス
、
ド
・
ク
イ
ン
ン
シ
ー
、
Ｊ
●
ミ
ル
、
マ
カ
ロ
ッ
ク

ら
の
「
真
実
」
価
値
論
に
対
す
る
彼
の
批
判
の
紹
介
で
あ
る
。
何
故
な

ら
、
ベ
イ
リ
ー
の
理
論
は
、
「
公
認
の
見
解
」
に
対
す
る
彼
の
反
撥
か

ら
引
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
公
認
の
見
解
Ｌ
は
主
と
し
て
リ

カ
ー
ド
及
び
マ
ル
サ
ス
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
（
ｔ
・
回
）
。
し
か
し
、
ラ
ウ
ナ
ー
の
先
の
見
解
に
も
示
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
ベ
イ
リ
ー
と
意
見
を
等
し
く
す
る
経
済
学
者
が
当
時
い
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
わ
れ
わ
れ
は
二
商
品
の
比
較
な

し
に
は
価
値
又
は
価
値
の
変
化
を
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
Ｌ
と
い

う
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
の
見
解
が
ベ
イ
リ
ー
価
値
論
の
先
駆
を
な
す
も
の

で
あ
る
こ
と
は
、
ベ
イ
リ
ー
自
身
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
？
6
）
、

又
、
文
明
国
に
お
い
て
は
「
大
部
分
の
商
品
は
そ
れ
に
費
さ
れ
る
資
本

に
よ
っ
て
価
値
を
決
定
さ
れ
る
」
と
な
す
ト
レ
ン
ズ
の
資
本
理
論
は
、
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ベ
イ
リ
ー
の
価
値
原
因
論
と
基
本
的
に
一
致
す
る
見
解
と
し
て
、
ベ
イ

リ
ー
の
擁
護
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
（
？
Ｓ
）
。
ラ
ウ
ナ
ー
は
、

又
、
セ
リ
グ
マ
ン
以
来
の
ベ
イ
リ
ー
研
究
の
当
否
を
も
問
題
と
し
て
取

上
げ
る
。
価
値
尺
度
論
に
お
い
て
は
、
「
異
時
間
の
価
値
比
較
を
ベ
ィ

リ
　
―
は
不
可
能
な
い
し
無
益
と
し
た
」
と
す
る
カ
ー
ル
・
ボ
ー
ド
、
ウ

ォ
ル
シ
ュ
ら
の
見
解
(
p
.

2
8
｡
p
.
3
7
)
が
拒
否
さ
れ
、
か
え
っ
て
、

指
数
問
題
の
本
質
を
正
し
く
把
え
た
初
期
の
経
済
学
者
と
し
て
ベ
イ
リ

ー
が
評
価
さ
れ
る
。
価
値
原
因
論
に
お
い
て
は
、
ベ
イ
リ
ー
を
資
本
節

欲
説
の
先
駆
と
す
る
ボ
ー
レ
イ
、
セ
リ
グ
マ
ン
、
エ
ッ
ジ
ワ
ー
ス
ら
の

評
価
が
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
(
?
a
)
、
こ
の
立
場
か
ら
、
Ｊ
・
ミ
ル
、

殊
に
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
の
無
際
限
な
労
働
価
値
論
拡
張
に
対
す
る
ベ
イ
リ

ー
の
批
判
が
評
価
さ
れ
る
。

　
第
四
章
が
、
尺
度
論
紹
介
と
原
因
論
紹
介
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る

の
は
、
一
見
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
ラ
ウ
ナ
ー
自
身
の
説

明
に
よ
れ
ば
、
ベ
イ
リ
ー
が
、
未
だ
リ
カ
ー
ド
の
「
マ
ル
サ
ス
ヘ
の
評

注
Ｌ
及
び
価
値
論
に
関
す
る
手
紙
類
、
殊
に
ト
ラ
ワ
ー
あ
て
の
手
紙
、

マ
ル
サ
ス
の
王
立
文
学
協
会
で
の
二
報
告
ー
こ
れ
ら
に
は
両
者
の
絶
対

価
値
に
関
す
る
見
解
の
一
致
が
示
さ
れ
て
い
る
ー
等
を
利
用
し
得
な
か

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
如
何
に
正
し
く
そ
の
価
値
論
の
欠
陥
を
批
判
し
得

て
い
た
か
を
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
い
て
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
第
六
章
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
評
論
誌
上
の
匿
名
批
評
（
付

録
Ⅱ
で
ラ
ウ
ナ
ー
は
、
こ
の
筆
者
を
Ｊ
・
ミ
ル
と
推
定
し
そ
の
論
拠
を

提
示
し
て
い
る
）
、
マ
カ
ロ
ッ
ク
、
Ｊ
・
ミ
ル
ら
の
ベ
イ
リ
ー
に
対
す

る
反
批
判
と
、
利
潤
、
賃
金
論
に
お
け
る
ベ
ィ
リ
ー
ヘ
の
部
分
的
譲
歩

が
紹
介
さ
れ
、
第
七
章
で
は
、
マ
ル
サ
ス
及
び
リ
ー
ド
の
ベ
ィ
リ
ー
批

判
（
リ
ー
ド
の
価
値
論
が
ベ
ィ
リ
ー
に
負
っ
て
い
る
と
な
す
セ
リ
グ
マ

ン
、
ツ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
見
解
を
ラ
ウ
ナ
ー
は
否
定
し
、
リ
ー
ド
の
立

場
は
、
む
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
主
張
す
る
ー

p
.
1
2
7
～
9
-
)
、
コ
ッ
タ
リ
ル
の
ベ
イ
リ
ー
評
価
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の

ベ
ィ
リ
ー
ヘ
の
賛
成
、
マ
ク
レ
オ
ー
ド
の
ベ
ィ
リ
ー
評
価
等
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　
な
お
、
付
録
Ｉ
の
ベ
ィ
リ
ー
年
譜
は
、
ベ
ィ
リ
ー
研
究
史
上
は
じ
め

て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
資
料
的
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
ベ
ィ
リ
ー
研
究
史
に
照
し
て
、
右
の
ご
と
き
内
容
の
本

書
を
見
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
書
が
今
後
の
研
究
に
大
き
な
素
材

を
提
供
し
て
お
り
、
古
典
経
済
学
か
ら
主
観
価
値
学
説
へ
の
学
史
の
歩

み
を
探
る
上
に
貴
重
な
手
掛
り
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
　
格
）
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